
ITPUセミナー

『観光と交通のコラボレーション(第2弾)』

(国際交通政策研究ユニット)

一昨年（2014年）12月に開催したITPUセミナーのテーマ「観光と交

通のコラボレーション」に再び焦点を当て、今回は特に、「交通」がい

かにしてインバウンドを中心とする「観光」の価値を創造し、また、魅

力を高められるのかについて、具体的事例をとりあげつつ、議論を深

めます。

日 時: 2016年2月16日（火） 13:00～16:00

会 場: 東京大学本郷キャンパス 医学部鉄門記念講堂

(医学部教育研究棟14階）

http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/sympo/img/rinpatsu_map

主 催: 東京大学 公共政策大学院

◆プログラム◆
司会進行： 林 泰三（東京大学公共政策大学院 特任教授）

13:00-15:00 

大橋 弘（東京大学大学院経済学研究科教授、
同公共政策大学院国際交通政策研究ユニット ユニット長）

開会挨拶：

講 演：

■篠原 康弘 （国土交通省 総合政策局次長）

■大西 賢 （日本航空株式会社 取締役会長）

■谷島 賢 （イーグルバス株式会社代表取締役社長）

■城福 健陽 （京都府 副知事）



◆参加登録◆
・参加のお申し込みは、

(https://ppforum.jp/?action_entry=true&forum_id=324) からお願いします。

15:00-16:00  

パネルディスカッション （フロアの皆様との質疑応答も含みます。）

閉 会

篠原 康弘

（東京大学公共政策大学院客員教授）

モデレーター： 宿利 正史

大西 賢

谷島 賢

城福健陽

パネリスト ：

・セミナー参加のお申し込み人数が、定員（250名）を超える場合には、
お申し込みを制限させていただくこともございます。予め御了承下さい。

・お問い合わせにつきましては、
東京大学公共政策大学院 国際交通政策研究ユニット（ITPU）事務局
(電話: 03-5841-1710, 電子メール: itpu@pp.u-tokyo.ac.jp) までお願いします。



■ 講演者略歴

日本航空株式会社
取締役会長
大西 賢氏 （おおにし まさる）

東京大学工学部卒業。1978年日本航空株式会社入社、

株式会社日本航空インターナショナル執行役員、日本エ
アコミューター株式会社社長、株式会社日本航空インター
ナショナル代表取締役社長、日本航空株式会社代表取締
役社長、同代表取締役会長を歴任。2014年4月より現職。

国土交通省
総合政策局次長
篠原 康弘氏 （しのはら やすひろ）

東京大学法学部卒業。1983年運輸省（現国土交通省）入省、

大臣官房企画官、運輸大臣・国土交通大臣秘書官、総合政
策局国際観光課長、航空局航空事業課長、同航空ネット
ワーク部長、観光庁審議官、鉄道局次長を歴任。2015年7
月より現職。

イーグルバス株式会社
代表取締役社長
谷島 賢氏 （やじま まさる）

埼玉大学卒業（理工学博士）。英国ウェールズ大学大学院
修了（ＭＢＡ）。1978年東急観光株式会社入社。1981年

イーグルバス株式会社入社。イメディカ株式会社を設立、
同社代表取締役社長に就任。2000年より現職。関東運輸
局選定の初代『地域公共交通マイスター』（2011年）。日経
BP社第11回『日本イノベーター大賞』優秀賞（2012年）。平
成26年度「情報化月間」（国土交通省等主催）において「情
報化促進貢献企業」として国土交通大臣表彰（2014年）。



東京大学公共政策大学院客員教授

宿利正史氏 （しゅくり まさふみ）

東京大学法学部卒業。1974年に運輸省（現国土交通省）に入
り、1989年運輸大臣秘書官、1991年内閣法制局参事官、2005
年自動車交通局長、総合政策局長、大臣官房長、2008年国土
交通審議官、2011年国土交通省事務次官、2012年国土交通
省顧問に就任。2013年退官後、現職に就任。

■ モデレーター略歴

東京大学公共政策大学院
客員教授
宿利 正史 （しゅくり まさふみ）

東京大学法学部卒業。1974年運輸省(現 国土交通省)入省。
運輸大臣秘書官、内閣法制局参事官、自動車交通局長、総
合政策局長、大臣官房長、国土交通審議官、2011年国土交
通事務次官。退官後、国土交通省顧問を経て、2013年より
現職。

京都府
副知事
城福 健陽氏 （じょうふく たけはる）

京都大学経済学部卒業。1988年運輸省（現国土交通省）

入省。国土交通省港湾局企画官、経済産業省大臣官房参
事官、総合政策局公共交通政策部交通支援課長、大臣官
房参事官（航空局併任 近畿圏・中部圏空港担当）を経て
2015年7月より現職。


